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　各庁舎、こすもす館のテレビで、議会中継を

行っています。インターネットでも視聴できます。

みやき町議会中継 検索

シリーズ  農業
　「いちご栽培」
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長瀬宣宏 議員　 吉村哲雄 議員　大石安弘 議員　 武田光邦 議員　末次 優 議員　 西村健一郎 議員
　益田 　清 議員　　牟田秀文 議員　　園田邦広 議員　　岡　 友清 議員　　宮原宏典 議員
平野達矢 議員　　 古賀　 通 副議長 　 岡　 広明 議長　　松信彰文 議員　　目野さとみ 議員

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

議
長　

岡

　

  

広
明

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

旧
年
中
は
町
議
会
の
活
動
に
対
し
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
理
解
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

新
年
を
迎
え 

皆
様
の
声
を
町
政
に
し
っ
か
り
届
け
る
こ
と
を
全
議
員
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
　
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す

さ
て 

昨
年
は
三
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
よ
う
や
く
収
束
の
兆
し
が
見

え 

本
町
に
お
い
て
も
四
年
ぶ
り
に
各
地
で
祭
事
が
行
わ
れ
る
な
ど
明
る
い

話
題
が
聞
か
れ
ま
し
た

今
年
は
「
国
民
体
育
大
会
」
か
ら
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」「
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
名
称
が
変
わ
る
初
め
て
の
大
会
が
佐
賀
で
行
わ
れ
ま
す

本
町
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
及
び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
少
年
男
子
の
競
技
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す

選
手
・
応
援
者
・
支
え
る
方
々
が
一
緒
に
盛
り
上
が
る
こ
と
の
で
き
る
大
会

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す

一
方
で 

物
価
高
騰
に
伴
う
家
計
負
担
は
依
然
と
し
て
厳
し
く 

町
民
の
皆
様

の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
議
会
と
し
て
な
お
一
層
の
努
力
を
す
る
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す

ど
う
か
皆
様
に
と
っ
て
こ
の
一
年
が
希
望
と
活
力
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す

（後列左から）
（中列左から）
（前列左から）

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

議
員
一
同

新
年
あ
い
さ
つ
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令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
　
12
月
定
例
会
は
12
月
５
日
か
ら
13
日
ま
で
行
わ
れ
、
条
例
８
件
、
規
約
変
更
２
件
、

補
正
予
算
４
件
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　民間給与との較差解消のため期末・勤勉

手当の加算率や支給率を引き上げ。

・一般職　　　　支給率を年0.1月分UP

・再任用職員　　支給率を年0.05月分UP

・会計年度任用職員

　　　　　　　　支給率を年0.05月分UP

・特別職（町長・副町長・教育長）

　　　　　　　　支給率を年0.1月UP

・議会議員　　　支給率を年0.1月UP

　人事院勧告を踏まえ、民間給与との較差

3,745円を解消し、人材を確保する観点か

ら、若年層に重きを置いた給料月額の引上

げ。

・初任給

　〈高卒〉　154,700円  ⇒  166,700円
　　　　　　　　　12,000円UP

　〈大卒〉　175,800円  ⇒  187,800円
　　　　　　　　　12,000円UP

・勤続（大卒）

　〈10年〉　255,500円 ⇒ 261,500円
　　　（32歳）　　　6,000円UP

　〈20年〉　328,700円 ⇒ 329,900円
　　　（42歳）　　　1,200円UP

　公用車による駐車場での物損事故の相

手方に対し、和解及び損害賠償金を支

払ったことの報告。

　官公庁会計（単式簿記）から公営企業

会計（複式簿記）への移行に伴って、条

例の制定が必要なため。

専決処分※ 条例制定

条例改正

専決処分事項の
報告

下水道事業の設置等
下水道事業の剰余金の処分等
に関する条例制定

職員の期末・勤勉手当の引き上げ
（町長・副町長・教育長・議員も）

職員の給与等の引き上げ
（再任用職員も）

確　認

全員賛成

全員賛成

全員賛成

※専決処分とは？

　議会が議決すべき事
項を、一定の要件を満た
したものについて、町
長が代わって行うこと。
　議会の招集を待てな
い、時間的な余裕がな
い緊急な場合などに、
例外的に認められてい
ます。
　先決処分をした時は、
次の議会で報告しなけ
ればならないとされて
います。

議
案
審
議



議
案
審
議
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 町が管理する下水道施設から汚水が逆流し、相手方の住宅１階部分全面を浸水し住宅や家財を

汚損した件について、損害賠償の額を定め和解するため、議会の議決を求めるもの。

　和解の概要

　１　町は、相手方に対し、賠償金として、488万1,250円を支払う。

　２　町と相手方の間には、本件に関し、本和解概要で定めるもののほか、何らの債権債務がな

いことを相互に確認する。

　原因

　　令和２年に町道内の小口径マンホールから

汚水が逆流する事を防止するために、町が当

該マンホールの内蓋を接着したため、事故当

日、瞬間的に下水道施設の内圧が急激に高く

なったことで、圧力を伴った汚水が住宅内に

逆流した。

損害賠償の和解
損害賠償に係る和解　及び
損害賠償の額の決定

賛成 13
反対  1

再
発
防
止
策
は
？

今
後
の
対
策
は
？

額
の
決
定
方
法
、

支
払
時
期
は
？

議員の視点

議員

議員

議員

部長

部長

課長

課長

　
他
の
地
域
で
も
同
じ

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る

状
況
に
あ
る
の
か
。

　
今
後
の
対
応
策
は
。

　
住
民
は
怖
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
今
後
、
絶

対
に
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

　
相
手
方
の
要
求
額
が

概
ね
認
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
額
は
日
本
下
水
道

協
会
の
現
地
調
査
で
決

ま
る
の
か
。

　
も
し
保
険
会
社
か
ら

の
支
払
い
が
遅
い
場
合

は
、
町
の
一
時
立
て
替

え
も
検
討
す
べ
き
だ
。

答
　
近
年
の
豪
雨
に
伴
っ

て
、
比
較
的
地
盤
の
低
い

と
こ
ろ
で
は
下
水
管
が
満

水
に
な
る
事
案
は
あ
る
。

　
小
口
径
マ
ン
ホ
ー
ル
の

逆
流
を
防
ぐ
た
め
に
、
中

継
ポ
ン
プ
を
さ
ら
に
排
水

能
力
の
高
い
も
の
に
し
、

緊
急
時
の
対
応
と
し
て
、

ポ
ン
プ
２
台
に
よ
る
同
時

運
転
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
る
。

答
　
今
後
も
調
査
し
、
原

因
究
明
を
続
け
て
い
き
た

い
。

答
　
国
家
賠
償
法
の
規
定

に
よ
り
賠
償
す
る
。

　
現
地
調
査
す
る
登
録
鑑

定
人
が
額
を
提
示
し
、
そ

の
額
に
相
手
方
が
同
意
の

意
向
を
さ
れ
て
い
る
。

　
議
決
後
、
協
会
が
契
約

し
て
い
る
保
険
会
社
に
請

求
す
る
が
、
早
急
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
十
分
配
慮

し
た
い
。

答
　
引
き
続
き
下
水
に

流
れ
込
む
不
明
水
の
調
査

や
、
ポ
ン
プ
の
機
能
強
化
、

処
理
場
の
増
設
な
ど
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

議
案
審
議
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　三養基郡町村会規約の変更により、副

組合長が「三養基郡町村会会長」から「佐

賀東部町長会会長」に名称が改められた

ので、規約変更を議決。

※し尿、浄化槽汚泥を広域で処理・管理する

一部事務組合

　共同処理する事務を変更することに伴い、規

約を変更することを議決。

・溶融資源化センターの運転を停止

・令和６年度より施設の解体、清算事務など

の共同処理を開始

※ごみ処理等を広域で処理・管理する一部事務組合

空家の

「活用拡大」

「管理の確保」

「特定空家の除去」

の3本柱で対応を強化！ 

　特定空家になる恐れがある

管理不全空家は、勧告を受けると

『固定資産税が６分の1となる特例』

がなくなる

規約変更 規約変更

条例改正

三神地区環境事務組合※
の規約変更

鳥栖・三養基西部環境施設組合※
の規約変更

空家等の適切な管理に関する条例

全員賛成 全員賛成

賛成 14
反対  1

状態【良】

活用

悪化の防止

除去

空家の発生空家の発生

管理不全空家管理不全空家

特定空家特定空家

【悪】

空
家
対
策
へ
の

新
た
な
手
法
は
？

空
家
敷
地
内
の

放
置
車
両
の
対
応
は
？

議員の視点

議員

議員

町長課長

課長

　
空
家
が
増
え
る
と
周

辺
の
地
価
が
下
が
っ
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
町
民
の
た
め
に
も
資

産
価
値
が
下
が
っ
て
は

い
け
な
い
。

　
協
議
会
に
も
し
っ
か

り
働
い
て
も
ら
う
と
、

こ
の
条
例
が
本
領
発
揮

を
す
る
と
思
う
。

　
空
家
敷
地
内
に
、
古

い
車
が
放
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。

　
例
え
ば
夏
の
暑
い
日

に
子
ど
も
が
遊
ん
で
車

内
に
入
り
、
ド
ア
が
開

か
な
く
な
っ
て
閉
じ
込

め
ら
れ
て
し
ま
う
、
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　
こ
れ
ま
で
放
置
車
両

は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ

れ
て
い
る
か
。

答
　
全
国
の
例
を
学
び
な

が
ら
協
議
会
に
反
映
し
た

い
。

答
　
今
後
も
空
家
を
有

効
に
活
用
し
、
町
全
体
の

財
産
と
し
て
向
上
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

答
　
今
後
そ
の
よ
う
な
場

合
は
、
空
家
所
有
者
を
特

定
し
、
連
絡
を
と
っ
て
解

決
し
て
い
く
よ
う
な
形
に

な
る
。



うち9,222万4千
円繰
くりこしめいき

ょひ

越明許費
※

債
さい む ふ た ん

こ う い

務負担行為
※
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全員賛成

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

　
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ 

１
億
９
０
２
０
万
４
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
７
億
４
３
６
９
万
５
千
円
と
し
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　令和６年４月以降に予定してい

た工事が、前倒して行われます。

令和５年度内に工事が完了しない

見込みのため、9,222万4千円の

繰越明許費を設定しています。

　通学支援バスを令和６年度より、

みやき町直営から民間バス事業者

への委託に切り替えるための債務

負担行為の設定です。

1億4,998万5千
円

2,267万7千円

町営住宅の外壁補修工事

通学支援バス業務委託事業

令和５年度みやき町下水道事業特別会計補正予算（第３号）

　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ196万１千円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ12億842万４千円とします。

令和５年度みやき町ふるさと寄附金基金特別会計補正予算（第２号）

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 2,736万１千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ65億3,071万７千円とします。

追加日程

令和５年度みやき町一般会計補正予算（第５号）

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1億8,977万１千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ159億3,346万６千円とします。

全員賛成

全員賛成

全員賛成

※11月29日に国会にて住民税非課税世帯
への7万円給付を行う補正予算が成立。
　みやき町12月議会にて追加提案され、
予算が成立しました。

※繰越明許費とは？

　年度内に支出が終わらない見込みの事業
を、あらかじめ予算で定めておき、翌年度
に繰り越して使用できるようにします。

※債務負担行為とは？

　将来にわたる債務（支払義務）を約束す
るための限度額を定めておくこと。

第２北浦団地Ａ棟・Ｂ棟

議
案
審
議

議
案
審
議
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　出産する被保険者の産前産後期間（4か

月）の国保税が減額される改正。

　令和５年11月以降の出産が対象。

親が加入している健康保険による
年齢制限を撤廃！

　ひとり親家庭等の医療費助成事業の対

象外となっている、後期高齢者医療制度

に加入する75歳以上の親も、医療費助成

の対象とする改正。

条例改正 条例改正
国民健康保険税の
減額対象が拡大

ひとり親家庭等
医療費助成全員賛成 全員賛成

みやき町に望むことは？

コミュニティバスの
停留所を増やしてほしい

町内施設の通路を
全体的に広くしてほしい

改善センターの照明を
明るくしてほしい

移動販売を全地区で
行ってほしい

楽屋が広く
使いやすい

買物できる場所が
少ない

街かど

インタビュ
ー
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P12～ 13 P14～ 15

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

不
起
訴
不
当

財
政
健
全
化

飼
い
主
の
い
な
い

　
　
　
　
　
　
猫

中
長
期
健
全
財
政

体
育
施
設
の
空
調

一 般 質 問ＱＲコードからは録画映像をご覧
いただけますので是非ご利用くだ
さい。

各議員の質問内容にあわせた
『SDGsの17目標のロゴマーク』
を掲載しています。

皆さんの
関心のある
テーマは
どの項目
ですか？

フ
リ
ー
化
が
必
須
だ
が
指
定
避
難
所
の
改
善
セ
ン

タ
ー
、
婦
人
の
家
は
早
急
に
対
応
す
べ
き
。

課
長 

　両
施
設
を
優
先
的
に
改
修
す
る
よ
う
計
画
す
る
。

議
員 

　備
蓄
食
料
を
増
や
す
べ
き
だ
。

課
長 

　昨
年
度
３
９
０
０
食
だ
っ
た
が
、
５
５
０
０
食
ま

で
増
や
し
た
。
今
後
、
想
定
避
難
者
数
の
３
日
分
ま

で
増
や
す
こ
と
を
検
討
す
る
。

議
員 

　災
害
を
想
定
し
た
職
員
模
擬
訓
練
を
実
施
す
べ
き
。

課
長 

　現
在
行
っ
て
い
る
訓
練
に
加
え
、
全
職
員
が
災
害

に
備
え
る
意
識
を
更
に
高
め
て
い
く
た
め
の
方
法
を

検
討
す
る
。

議
員 

　各
地
区
に
あ
る
自
主
防
災
組
織
は
機
能
し
て
い
な

い
。
充
実
を
図
る
べ
き
。

課
長 

　防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
な
ど
の
機
会
で
普
及
啓

発
、
活
動
の
推
進
を
促
す
こ
と
や
、
防
災
に
関
す
る

情
報
の
積
極
的
な
提
供
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。

バリアフリー化が
進んでいないJR中原駅

大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
運
営

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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P12～ 13 P10～ 11 P８～９

里
道
・
水
路

多
目
的
人
工
芝

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

み
や
き
町
の
町
政

多
目
的
人
工
芝

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

将
来
に
向
け
た

　
学
校
の
在
り
方

破
損
遊
漁
船
の

　
　
　
　
撤
去
を

駅
・
公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　一般質問とは、議員が町の行財政全般に
ついて、町と政策討論するものです。
　１人あたりの持ち時間は、答弁を含めて
60分です。
　令和５年12月定例会では13人が行い
ました。

　
掲
載
内
容
は
、
質
問
者
本
人
が
要
約

し
広
報
編
集
委
員
会
が
校
正
し
た
も
の

で
す
。
会
議
録
は
こ
ち
ら

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
準
備
が
で
き
次
第
掲
載
し
ま
す
）

（
掲
載
は
登
壇
順
）

Ｊ
Ｒ
中
原
駅
、町
内
公
共
施
設
の

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

構
想
を
検
討
し

　
実
現
に
向
け
行
動
す
る

問答
議
員 

　中
原
駅
に
関
し
て
、
屋
根
も
な
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
進
展
が
な
い
が
今
後
の
対
応
は
。

町
長 

　
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
整
備
に
関
す
る
補

助
制
度
は
、
基
本
構
想
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
重
点

配
分
の
対
象
と
な
る
た
め
、
早
急
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
検
討
の
着
手
に
努
め
る
。

議
員 

　駅
舎
自
体
を
、東
西
に
移
動
す
る
、橋
上
駅
舎
と
し

歩
道
橋
を
か
け
通
学
す
る
小
学
生
の
安
全
面
ま
で
カ

バ
ー
す
る
等
、
思
い
切
っ
た
構
想
が
必
要
だ
。

町
長 

　駅
全
体
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
財
政
面
を
含
め
、

議
員
の
皆
様
と
協
議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員 

　生
涯
学
習
施
設
に
関
し
て
、
ど
の
施
設
も
バ
リ
ア

末
すえつぐ

次　　優
ゆう

 議員

一
般
質
問
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留
は
川
の
左
岸
だ
が
、
こ
の
付
近
は
大
字
東
津
で
あ

る
。
河
川
の
管
理
者
が
ど
ち
ら
の
県
な
の
か
、
係
留

の
許
可
申
請
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
東
部
土
木

事
務
所
に
確
認
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ロ
ー
プ
が
外

れ
れ
ば
漂
流
し
橋
が
損
壊
し
た
り
、
排
水
機
の
取
水

口
を
塞
い
だ
り
、
ま
た
排
水
ポ
ン
プ
の
故
障
の
原
因

と
な
る
な
ど
大
雨
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
河

川
法
第
24
条
に
「
河
川
区
域
内
の
土
地
を
占
有
し
よ

う
と
す
る
者
は
河
川
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
許
可
を
受
け
て
い
な
け
れ

ば
河
川
法
に
基
づ
き
撤
去
の
是
正
措
置
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、『
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定
』
を

質
問
し
ま
し
た
。

議
員 

　去
る
10
月
28
日
・
29
日
に
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
先
行
販
売
さ
れ
る
中
、

会
場
で
大
混
乱
と
な
っ
た
と
聞
く
が
、混
乱
の
原
因
は
。

課
長 

　施
設
内
外
に
お
い
て
人
員
の
体
制
配
置
が
不
十
分

で
、
来
場
者
へ
説
明
対
応
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
周
知
の
時
点
で
目
測
を
見
誤
っ
た
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
反
省
し
て
い
る
。
次
回
実
施
の

際
、
町
民
の
御
理
解
を
得
る
よ
う
改
善
し
た
い
。

　
こ
の
ほ
か
、『
み
や
き
ま
ち
株
式
会
社
、
み
や
き

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
三
根
校
区
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
の
今
後
に
つ
い
て
』
を
質
問
し

ま
し
た
。

副
町
長 

　
審
査
報
告
書
に
記
載
の
副
案
に
つ
い
て
は
、審
査
後
、

総
括
時
に
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
委
員
の
一
人
か
ら

今
後
の
整
備
に
お
い
て
是
非
検
討
し
て
欲
し
い
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

課
長 

　審
査
委
員
の
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
い
て
も
、
同
様
に
審
査
報
告
書
に

記
載
し
て
い
る
。

議
員 

　参
加
資
格
要
件
に
は
、
応
募
者
の
提
案
書
は
１
案

と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ

せ
る
副
案
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
参
加
資
格
要
件
に

「
抵
触
」
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

副
町
長 

　副
案
は
、
原
案
を
少
し
機
能
強
化
し
た
場
合
、
こ

う
い
う
案
も
あ
る
と
い
う
参
考
案
と
認
識
し
て
い

る
。
あ
く
ま
で
提
案
価
格
に
基
づ
く
案
が
原
案
で
あ

り
、
そ
れ
は
一
案
の
み
の
提
出
と
な
っ
て
い
る
。

R5年11月～
R6年2月

議会への説明協議
（全員協議会）

施
設
整
備
内
容
確
認
と

修
正
審
議
の
期
間

R6年3月 3月定例会でのR6年
度当初予算議案上程

R6年4月
用地地権者及びPFI
事業優先交渉権者と
の仮契約

R6年5月
5月臨時会での用地
取得とPFI事業工事
の契約議決

実
質
的
な
事
業
の
着
手

R6年5月～ 
　R7年9月

事業関連申請及び工
事関連業務の着手

R6年5月～ 
　R7年9月 議会への説明協議

今後のスケジュール

み
や
き
ｐ
ａ
ｙ
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ャ
ー
ジ

干潮時の屋形船

築60年の北茂安小学校北校舎

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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園
その

田
だ

　邦
くに

広
ひろ

 議員

三
城
橋
上
流
の
破
損
し
た

　
遊
漁
船
撤
去
を

各
校
舎
の
老
朽
化
に

　
伴
う
建
て
替
え
は

副
案
は
参
加
資
格
要
件
に

　「
抵
触
」
し
な
い
か

河
川
の
管
理
者
に

　
係
留
許
可
を
確
認
す
る

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に

　
向
け
検
討
を

副
案
は
参
考
案
と
認
識

問

問

問

答

答

答

議
員 

　切
通
川
下
流
の
東
津
と
芦
塚
に
架
か
る
三
城
橋
付

近
に
破
損
し
た
遊
漁
船
が
放
置
し
て
あ
る
。
こ
こ
数

年
は
屋
根
も
な
く
な
り
潮
の
満
ち
干
き
で
浮
き
沈
み

し
、
も
し
固
定
縄
が
外
れ
た
ら
河
川
を
上
っ
た
り

下
っ
た
り
す
る
。
近
く
に
は
三
根
西
部
工
業
団
地
が

あ
り
交
通
量
も
多
く
、
環
境
上
も
好
ま
し
く
な
い
。

　
ま
た
大
雨
が
降
る
と
船
が
橋
げ
た
に
当
た
り
、
更

に
下
流
の
筑
後
川
合
流
部
に
は
水
門
と
江
見
排
水
機

が
設
置
さ
れ
て
お
り
排
水
機
の
稼
働
時
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
る
。
河
川
管
理
者
が
ど
ち
ら
の
県
な

の
か
、
船
の
所
有
者
の
把
握
及
び
撤
去
等
の
解
決
が

急
が
れ
る
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

課
長 

　こ
の
船
は
川
魚
料
理
を
提
供
す
る
屋
形
船
で
、
現

在
屋
根
も
な
く
な
り
床
も
泥
が
堆
積
し
て
い
る
。
係

議
員 

　各
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
に
つ
い
て
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
老

朽
化
し
た
学
校
施
設
を
効
果
的
・
効
率
的
に
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
計
画
は
。

課
長 

　各
小
中
学
校
の
校
舎
は
、
築
年
数
が
50
年
を
越
え

て
い
る
校
舎
も
あ
り
、
特
に
北
茂
安
小
学
校
の
北
校

舎
が
築
60
年
と
一
番
古
く
、
今
年
度
教
育
委
員
会
内

に
検
討
会
を
設
置
し
、個
別
具
体
的
な
計
画
や
改
築
・

改
修
に
向
け
た
調
査
を
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
編

成
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

議
員 

　み
や
き
町
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
調
整

池
整
備
事
業
に
つ
い
て
２
事
業
者
か
ら
参
加
表
明
が

あ
り
、
10
月
30
日
審
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
み
や

き
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ(

代
表
企
業
は

朝
日
Ｉ
＆
Ｒ)

が
優
先
交
渉
権
者
に
決
定
。

　
審
査
報
告
書
で
は
、
優
先
交
渉
権
者
と
な
っ
た
み

や
き
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
評
価
は
、

「
要
求
水
準
以
上
」
の
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ

て
い
る
、
に
も
関
わ
ら
ず
各
施
設
に
お
い
て
、
更
に

グ
レ
ー
ド
の
高
い
副
案
の
採
用
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
審
査
委
員
会
は
内
容

に
対
す
る
意
見
を
行
う
機
関
で
は
な
い
。

　
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
な
る
と
提
案
価
格
を

上
回
る
の
で
は
な
い
の
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
絶

対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

牟
む

田
た

　秀
ひで

文
ふみ

 議員

古
こ

賀
が

　　通
とおる

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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来
の
自
立
に
向
け
て
生
き
抜
く
力
を
育
む
場
を
提
供

す
る
目
的
と
し
て
、第
３
の
居
場
所
事
業
と
し
て「
み

や
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
」
を
令
和
５
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。

議
員 

　み
や
き
町
の
今
後
の
方
針
は
。

町
長 

　令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
、
第
３
次
み
や
き
町

総
合
計
画
で
は
、「
未
来
に
躍
動
す
る
『
共
感
』『
協

働
』
の
ま
ち
　
み
や
き
」
を
基
本
理
念
と
し
、

①
笑
顔
が
見
え
る
　
健
や
か
な
　
ま
ち
づ
く
り

②
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
　
心
豊
か
な
　
ま
ち
づ
く
り

③
住
民
が
創
る
　
住
み
続
け
た
い
　
ま
ち
づ
く
り

を
重
点
方
針
に
掲
げ
、
更
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
と
し
て
、

①
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
　
ま
ち

②
楽
し
い
子
育
て
・
あ
ふ
れ
る
人
材
の
　
ま
ち

③
健
幸
長
寿
の
　
ま
ち

④
暮
し
を
支
え
る
産
業
が
伸
び
行
く
　
ま
ち

⑤
心
豊
か
で
多
様
性
の
あ
る
　
ま
ち

⑥
活
力
に
あ
ふ
れ
た

多
様
な
交
流
が
う

ま
れ
る
　
ま
ち

⑦
計
画
推
進
の
た
め

に
　
健
全
な
行
財
政
運

営
、行
政
の
効
率
化
、

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
維
持
管
理
費
は
20
年
間
で
３
億

円
、
高
品
質
の
芝
で
寿
命
が
き
た
ら
張
替
え
に

１
億
２
千
万
円
の
経
費
が
か
か
る
。
町
民
の
使
用
料

は
運
営
事
業
者
の
収
入
と
す
る
。
あ
ら
か
た
提
案
さ

れ
て
い
る
が
、
説
明
が
棚
上
げ
さ
れ
、
議
決
さ
れ
た

経
緯
と
な
っ
て
い
る
。

課
長 

　令
和
５
年
６
月
議
会
で
総
事
業
費
９
億
４
千
万
円

（
用
地
と
工
事
費
）
の
債
務
負
担
行
為
の
設
定
額
の

承
認
を
議
会
で
い
た
だ
き
、
設
定
額
内
に
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
の
公
募
型
提
案
で
入
札
に
よ
る
審
査
が
完
了
し

て
い
る
の
で
、凍
結
が
必
要
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

維
持
管
理
費
は
、
こ
れ
か
ら
議
員
の
み
な
さ
ん
と
決

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

議
員 

　流
域
治
水
推
進
調
査
業
務
の
進
捗
状
況
は
。

課
長 

　今
年
５
月
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
会
を
実
施
し
、

選
定
業
者
の
決
定
後
、
４
回
協
議
を
実
施
し
た
。
既

存
対
応
部
分
と
新
規
対
策
案
を
含
め
骨
子
の
確
認
、

効
果
の
有
無
な
ど
多
方
面
か
ら
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
早
急
に
取
り
ま
と
め
た
い
。

議
員 

　今
後
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
、
見
通
し
は
。

課
長 

　既
存
の
効
果
が
あ
る
治
水
対
策
の
継
続
実
施
、
調

査
業
務
の
中
で
の
対
策
案
の
選
定
、
費
用
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
具
体
的
な
項
目
の
精
査
を
行
い
、
周

辺
自
治
体
と
も
協
力
し
、
国
、
県
に
対
し
調
査
結
果

を
基
に
水
害
対
策
を
要
望
す
る
。

議
員 

　町
長
の
治
水
対
策
の

取
組
方
・
考
え
方
は
。

町
長 

　現
状
を
国
、
県
に
伝

え
る
事
が
大
事
で
あ

り
、
町
で
も
出
来
る
事

を
し
っ
か
り
や
り
、
三

つ
の
動
き
で
流
域
治
水

を
支
え
て
い
く
動
き
を

継
続
し
た
い
。

多目的人工芝グラウンド全体計画図
（令和６・７年度事業）

こすもす館

サブグラウンド

駐車場

南花園

多目的人工芝
グラウンド

水
害
対
策
に
つ
い
て

通瀬川水門

移動販売車

管理棟

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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武
たけ

田
だ

　光
みつ

邦
くに

 議員

町
長
就
任
後
の
実
績
を
問
う

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
建
設
工
事
の
凍
結
を

里
道
・
水
路
の

　
取
扱
い
に
つ
い
て

３
事
業
を
実
施
し
た

現
段
階
で
は

　
凍
結
に
至
ら
な
い
の
で
は

機
能
・
財
産
管
理
を

　
市
町
村
が
行
う

問

問

問

答

答

答

議
員 

　み
や
き
町
の
現
状
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

町
長 

　高
齢
者
支
援
と
し
て
は
、
移
動
手
段
の
確
保
の
課

題
解
決
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
に
よ
る
日
用

品
等
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

に
よ
る
目
的
地
ま
で
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
令
和

４
年
５
月
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の
購
入
に
あ
た
っ

て
、
徒
歩
圏
内
に
商
業
施
設
が
無
く
、
免
許
返
納
な

ど
で
移
動
手
段
が
な
い
世
帯
を
支
援
す
る
目
的
と
し

て
、
令
和
４
年
７
月
か
ら
、
移
動
販
売
車
に
よ
り
各

地
区
を
巡
回
す
る
買
物
支
援
を
開
始
し
た
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
孤
立
し
や
す

い
放
課
後
の
時
間
に
、
家
庭
や
学
校
以
外
の
場
で
、

信
頼
で
き
る
大
人
や
友
達
と
安
心
し
て
過
ご
し
、
将

議
員 

　財
政
は
大
変
厳
し
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
せ
ら

れ
た
寄
附
金
の
貯
金
は
あ
と
５
・
６
年
で
枯
渇
す
る
。

学
校
給
食
・
医
療
費
の
無
償
化
の
予
算
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
対
策
と
予
算
編
成
を
伺
う
。

部
長 

　行
革
大
綱
を
年
度
内
に
策
定
。
地
方
財
政
計
画
に

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
計
上
さ
れ
た
場
合
、
仮
に

20
億
円
寄
附
さ
れ
た
時
は
普
通
交
付
税
が
７
・
５
億

円
減
収
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
厳
し
い
財
政
計
画

を
立
て
て
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

議
員 

　人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
は
工
事
費
が
８
億
１
千

万
円
（
町
費
半
分
）
で
工
事
単
価
が
上
が
れ
ば
一
層

町
費
負
担
は
増
額
す
る
。
財
政
ひ
っ
迫
の
お
り
、
凍

結
を
す
べ
き
だ
。

議
員 

　い
つ
か
ら
町
の
財
産
か
、
管
理
は
誰
が
行
っ
て
い

る
か
。
払
い
下
げ
は
、
金
額
は
ど
の
程
度
か
。

課
長 

　平
成
17
年
４
月
１
日
よ
り
国
か
ら
市
町
村
へ
譲
与

さ
れ
、
維
持
管
理
を
受
益
者
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　
払
い
下
げ
は
申
請
書
を
提
出
す
れ
ば
取
得
で
き
、

過
去
３
年
間
の
払
い
下
げ
件
数
は
18
件
で
、
宅
地
は

路
線
価
格
の
５
割
で
取
得
で
き
る
。

議
員 

　里
道
の
舗
装
に
係
る
補
助
や
水
路
の
整
備
に
係
る

経
費
は
ど
う
な
っ
て
る
か
。

課
長 

　里
道
の
舗
装
は
、
要
件
に
よ
り
費
用
の
70
％
ま
た

は
90
％
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、
水
路
は
治
水
対
策

や
生
活
環
境
の
改
善
が
見
込
ま
れ
れ
ば
、
地
区
の
意

向
を
勘
案
し
な
が
ら
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

長
なが

瀬
せ

　宣
のぶ

宏
ひろ

 議員

益
ます

田
だ

　　清
きよし

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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温
暖
化
対
策
と
し
て
屋
内

　
体
育
施
設
空
調
設
備
を
望
む

中
長
期
健
全
財
政
確
立
の

　
進
め
方
は

飼
い
主
の
い
な
い
猫

　
不
妊
去
勢
の
手
術
補
助
金
額
は

緊
急
策
と
し
て
移
動
式
ス
ポ
ッ

　
ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

　
答
申
に
従
う

不
妊
２
万
８
千
円
・

　
去
勢
１
万
４
千
円
の
補
助

問

問

問

答

答

答

議
員 

　異
常
気
象
の
影
響
に
よ
り
地
球
温
暖
化
は
加
速
度

的
に
進
行
し
、
自
然
災
害
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
屋

内
外
の
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
競
技
者
も
、
熱
中
症
に
よ

る
緊
急
搬
送
者
が
増
加
し
て
い
る
。

　
競
技
力
向
上
や
安
全
な
活
動
保
障
を
す
る
た
め
に

は
、
空
調
設
備
は
必
置
と
考
え
る
が
そ
の
対
策
は
。

課
長 

　町
内
の
体
育
施
設
と
し
て
は
、
３
つ
の
体
育
館
と

２
つ
の
武
道
館
、
勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
温
暖
化
策
を

取
っ
て
き
た
。来
年
度
代
替
措
置
と
し
て
、中
原
武
道

館
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
検
討
す
る
。

議
員 

　合
併
特
例
債
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附

金
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
町
財
政

が
肥
大
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
町
の
財
政
状
況
の
物

差
し
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
が
上
昇
し
て
財
政
運
営

の
危
機
区
域
に
近
づ
い
て
き
た
。
そ
こ
で
次
の
４
点

に
つ
い
て
伺
う
。

㈠
経
常
収
支
比
率
の
悪
化
の
原
因
と
対
策
は
。

課
長 

　令
和
４
年
度
の
比
率
は
95
・
６
％
で
県
下
で
19
番

目
で
あ
る
。
事
業
の
拡
大
、
投
資
的
経
費
、
事
務
事

業
の
増
加
に
よ
り
財
政
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
。
地

方
自
治
法
、
地
方
財
政
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
住
民
の

福
祉
の
増
進
と
町
の
健
全
な
発
展
に
努
め
て
い
き
た

い
。

議
員 

　Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
一
見
で
分

か
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ
ェ
ア
作
成
支
援
等
が
あ
る
と
考

え
る
が
他
に
活
動
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
考
え
は
。

課
長 

　啓
発
チ
ラ
シ
等
に
つ
い
て
表
現
の
見
直
し
・
工
夫

を
行
っ
て
い
き
、
地
域
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
方
々
と
も
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員 

　ワ
ン
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
全
議
員
・
職
員
が
学
ん
だ
。

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
宣
言
」
の
考
え
は
あ
る
か
。

課
長 

　み
や
き
町
全
体
で
推
進
宣
言
に
向
け
た
機
運
の
醸

成
を
図
っ
て
い
く
段
階
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員 

大
おおいし

石　安
やすひろ

弘 議員

平
ひら

野
の

　達
たつ

矢
や

 議員

目
め

野
の

さとみ 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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議
員 

　こ
こ
数
年
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
受
け
入
れ
額
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
活
用
の
見
直
し
が
必
須
と

考
え
る
。ま
た
、女
子
サ
ッ
カ
ー
支
援
を
目
的
と
し
た

企
業
版
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て
も
同
様
で
、財

政
的
に
も
民
営
化
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。

課
長 

　11
月
末
現
在
、
前
年
比
約
３
億
円
増
。
４
年
度
の

主
な
充
当
先
と
し
て
、
道
路
改
良
水
路
工
事
、
公
共

下
水
道
、
消
防
施
設
事
業
、
地
区
安
全
い
き
い
き
交

付
金
、
電
子
マ
ネ
ー
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業
に
充
当
。

経
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
必
要
性
、
有

効
性
を
十
分
検
証
し
た
上
で
、
歳
出
抑
制
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
く
。
女
子
サ
ッ
カ
ー
に

つ
い
て
、
財
政
的
に
も
民
営
化
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員 

　㈡
行
政
改
革
推
進
の
方
策
と
し
て
聖
域
な
き
施
策

の
選
択
が
必
要
で
あ
る
。
施
策
の
集
中
と
選
択
に
ど

の
様
に
取
り
組
む
の
か
。

課
長 

　年
度
内
に
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
の
答
申
を
い
た

だ
く
の
で
、
第
三
次
総
合
計
画
と
合
わ
せ
て
、
行
政

改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員 

　㈢
地
方
交
付
税
と
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
般
財
源
化

に
つ
い
て
財
政
課
の
考
え
方
を
伺
う
。

課
長 

　地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
計
上

の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
対
応
策
に
取

り
組
み
た
い
。

議
員 

　㈣
財
政
状
況
を
町
民
と
共
通
理
解
し
、
協
働
促
進

す
る
た
め
に
は
現
況
の
情
報
提
供
が
大
事
で
あ
る
。

そ
の
手
法
を
伺
う
。

課
長 

　現
況
を
わ
か
り
や
す
く
見
え
る
化
を
図
り
、
公
表

し
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
情
報
提
供
の
手

段
を
研
究
す
る
。

　特
例
臨
時
接
種
が
終
了
し
来
年
度
よ
り
定
期
接
種

化
に
な
る
が
こ
れ
ま
で
と
の
違
い
は
。

課
長 

　対
象
者
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
60
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
一
定
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
方
に
な
る
。

議
員 

　接
種
の
目
的
と
、
定
期
接
種
か
ら
外
れ
た
方
は
ど

の
よ
う
な
接
種
が
可
能
か
。

課
長 

　個
人
の
発
病
、重
症
化
防
止
、間
接
的
な
集
団
予
防
を

図
る
こ
と
が
目
的
。外
れ
た
方
は
任
意
接
種
と
な
る
。

議
員 

　町
と
し
て
助
成
を
し
て
い
た
だ
き
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
同
様
に
千
円
で
接
種
で
き
な
い
か
。

課
長 

　近
隣
市
町
や
医
師
会
と
も
調
整
を
図
り
、
自
己
負

担
額
の
設
定
を
十
分
に
検
討
す
る
。

みやき町中原武道館

お金と時間

ＴＮＲ活動リターンの様子

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
補
助
は

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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何
の
た
め
の
合
併
か

　
又
も
財
政
硬
直
化
！

不
起
訴
不
当
に
対
す
る

　
考
え
を
問
う

行
政
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
の

　
活
用
に
つ
い
て

行
革
委
員
会
と
今
で
き
る

　
財
政
改
革
を

検
察
の
判
断
の
最
中
な
の
で

　
答
え
ら
れ
な
い

12
月
よ
り
試
験
的
に

　
開
始
し
て
い
る

問

問

問

答

答

答

議
員 

　合
併
は
町
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
行
っ
た
。
グ

ラ
フ
に
示
す
よ
う
に
経
常
収
支
比
率
が
合
併
当
時
は

96
・
５
％
、
平
成
21
年
に
80
％
台
と
安
定
し
た
が
、

交
付
税
一
本
算
定
、
人
件
費
増
等
で
合
併
前
よ
り
悪

く
財
政
硬
直
化
と
な
っ
た
。
合
併
の
本
筋
で
あ
る
公

共
施
設
・
学
校
の
再
編
成
や
本
庁
方
式
は
検
討
せ
ず
、

人
口
減
少
対
策
等
や
住
宅
事
業
へ
の
バ
ラ
マ
キ
行
政

が
悪
化
の
原
因
だ
。
今
後
の
予
算
削
減
が
課
題
だ
。

部
長 

　経
常
収
支
比
率
は
財
政
の
硬
直
度
を
表
す
も
の

で
、
例
え
ば
経
常
収
支
比
率
95
％
で
は
、
収
入
を

１
０
０
万
円
と
し
た
場
合
、
95
万
円
が
経
常
的
な
支

出
で
残
り
５
万
円
が
自
由
に
使
え
る
お
金
。
令
和
３

年
度
に
89
％
に
な
っ
た
の
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
の
増
加
が
大
き
な
原
因
で
、
決
し
て
改
善
し
た
訳

議
員 

　岡
町
長
が
犯
し
た
建
造
物
侵
入
、
不
正
ア
ク
セ
ス

行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
違
反
及
び
窃
盗
事
件

に
つ
い
て
、佐
賀
検
察
審
査
会
は
、「
社
会
常
識
的
に

考
え
ら
れ
な
い
行
為
で
悪
質
だ
。
今
後
も
同
様
の
事

件
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
住
民
の
不
安
も
払
拭

さ
れ
な
い
懸
念
が
あ
る
」
な
ど
と
し
て
、
不
起
訴
不

当
と
議
決
し
た
。
今
の
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長 

　検
察
が
、
起
訴
か
不
起
訴
か
を
判
断
す
る
と
い
う

よ
う
な
検
察
審
査
会
の
結
果
を
受
け
、
そ
の
判
断
を

し
て
い
る
最
中
な
の
で
、
こ
の
発
言
に
対
す
る
影
響

を
考
え
れ
ば
当
然
答
え
ら
れ
な
い
。

議
員 

　昨
今
、
民
間
企
業
を
中
心
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
に

活
用
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
行
政
に
お
い

て
も
同
様
の
流
れ
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
が
、
み
や
き

町
に
お
い
て
は
ど
う
か
。

課
長　株

式
会
社
Ｑ
Ｔ
ｎ
ｅ
ｔ
と
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

係
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
本
年
度
は

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
実
行
に
移
す
た
め
、
各
課
か
ら
Ｄ

Ｘ
に
係
る
提
案
を
募
集
し
、
課
を
ま
た
い
だ
６
つ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

は
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
行
政
業
務
効
率
化
の
テ
ー
マ

の
中
で
活
用
を
検
討
。

議
員 

　生
成
Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
な
形
で
業
務
に
活
か
し
て

宮
みやはら

原　宏
ひろ

典
のり

 議員

吉
よし

村
むら

　哲
てつ

雄
お

 議員

西
にし

村
むら

健
けん

一
いち

郎
ろう

 議員

多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
に
つ
い
て

議
員 

　優
先
交
渉
権
者
が
決
定
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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で
は
な
い
。
既
存
事
業
の
廃
止
、
休
止
、
先
送
り
等

を
含
め
検
証
。行
政
改
革
大
綱
の
答
申
を
い
た
だ
き
、

改
善
に
取
り
組
む
。

議
員 

　令
和
２
年
３
月
定
例
会
で
前
町
長
が
発
言
し
て
い

る
。
合
併
の
平
準
化
は
進
ん
だ
。
ふ
る
さ
と
納
税
の

バ
ブ
ル
は
終
わ
っ
た
。
予
算
を
削
減
す
る
と
こ
ろ
は

な
い
。
国
は
第
２
弾
の
合
併
を
考
え
て
い
る
と
聞
い

て
ビ
ッ
ク
リ
だ
。
岡
町
長
は
今
の
財
政
状
況
で
は
第

２
の
夕
張
と
な
る
と
言
わ
れ
た
。
思
い
切
っ
た
政
策

を
打
ち
出
せ
。

町
長 

　現
在
は
合
併
の
話
は
全
く
出
て
い
な
い
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
恒
久
財
源
で
は
な
い
。
地
道
に

様
々
な
分
野
に
メ
ス
を
入
れ
て
し
っ
か
り
と
財
政
改

革
を
や
り
遂
げ
る
。

が
、そ
の
代
表
企
業
の
関
係
役
員
と
同
町
長
が
頻
繁
に

会
い
親
密
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
と
の
情
報
が
あ

る
。今
ま
で
何
回
、何
の
た
め
に
会
っ
た
の
か
を
問
う
。

町
長 

　
立
場
上
、
い
ろ
い
ろ
な
業
種
の
方
々
と
お
会
い
す

る
機
会
が
あ
る
。プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
前
後
で
は
な
く
、

か
な
り
以
前
に
ご
挨
拶
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
１

回
か
２
回
か
、
そ
う
い
う
記
憶
は
あ
る
。

議
員 

　多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
の
公
募
・
審

査
に
関
し
、
①
提
案
内
容
の
評
価
②
応
募
グ
ル
ー
プ
の

う
ち
一
者
を
失
格
に
す
る
と
の
情
報
③
審
査
の
意
図
的

な
操
作
に
つ
い
て
、
周
囲
に
話
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

課
長 

　関
係
課
等
の
職
員
間
で
は
業
務
上
の
必
要
性
で
話

し
た
が
、そ
れ
以
外
に
話
し
た
覚
え
は
な
い
。

い
く
の
か
。

課
長　12

月
か
ら
ま
ず
は
無
料
ト
ラ
イ
ア
ル
で
の
生
成
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
特
徴
で
あ

る
、
文
章
生
成
等
の
能
力
を
活
か
し
て
、
文
書
や
挨

拶
文
の
た
た
き
台
、
文
章
の
要
約
、
校
正
な
ど
の
分

野
で
活
用
が
可
能
と
考
え
る
。
ま
た
大
量
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
か
し
た
比
較
作
業
、
問
い
合
わ
せ
対
応

へ
の
活
用
な
ど
に
も
活
か
せ
る
と
考
え
る
。

議
員 

　新
し
い
技
術
で
あ
る
。
職
員

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
ど
う
す
る

の
か
。

課
長　Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
人
材
育
成
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
が
必
要
不
可

欠
と
考
え
る
。
今
後
研
修
等
を
通
じ
て
職
員
全
体
の

育
成
と
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
各
課
で

選
出
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
者
か
ら
も
生
成
Ａ

Ｉ
の
利
活
用
を
推
進
し
て
も
ら
う
。

部
長　生

成
Ａ
Ｉ
が
間
違
い
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で

そ
こ
は
慎
重
に
や
っ
て
い
く
べ
き
と
思
う
。
先
進
地

事
例
を
勉
強
し
な
が
ら
み
や
き
町
に
合
っ
た
生
成
Ａ

Ｉ
の
活
用
方
法
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

多目的人工芝グラウンド予定地

　
こ
の
ほ
か
『
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業
』、『
ふ
る

さ
と
寄
附
金
基
金
』
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

経常収支比率の推移
〈財源のゆとりを表す〉

〈財源硬直化が合併前に戻る〉

70％～ 80％が安定ライン

〔人件費削減〕

〔人件費増加〕

96.596.5
95.695.6

96.496.4

100.0

98.0

96.0

94.0

92.0

90.0

88.0

86.0

84.0

82.0

80.0

％

H17
合併

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
交付金 １本算定

国の交付税の増加によるもの
決して比率が改善された訳ではない

H29 H30 R1 R2 R3 R4

90.490.4

88.388.3

82.582.5

83.983.9

86.286.2

84.784.7

88.788.7 88.688.6

92.192.1
92.792.7

94.094.0
94.394.3

92.792.7

89.289.2

95.695.6

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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先進
地に学び町政に活かす！

　
昨
年
の
10
月
・
11
月
に
、
各
常
任
委
員
会
所
管
に

関
連
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
先
進
地
を
訪
問
し
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
各
委
員
長
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

総務文教
常任委員

会
災害に強いまちづくりに学ぶ

10/24　兵庫県佐
さ

用
よう

町 10/25　兵庫県太
たい

子
し

町

　平成21年の台風第9号により20人もの
尊い命がなくなる甚大な被害を受け、国や
兵庫県などの関係機関との強力な体制のも
と応急対策の取り組みがなされました。
　しかし課題も存在し、「佐用町第9号災
害検証委員会」を発足。千種川水系の河川
改修工事や治山工事、佐用チャンネルや防
災行政無線、電子メールなどの活用、行政
組織の見直し、災害対策の強化が図られま
した。

　みやき町では、自
助、共助、公助の考
え方を基本とし「自
分の命は自分で守
る」自助の強化の推
進をする必要がある
と考えます。

　災害対策として、住民へのマイ避難カー
ドの作成、ひょうご防災ネット、企業や公
共団体との応援協定の締結等に取り組まれ
ています。
　応援協定に「５日で5000枚の約束」プ
ロジェクト実行委員会があり、畳の調達、
避難所へ配送・設置を約束するものです。
その他、企業等の締結状況・今後の課題や
避難所のペットの対策等を調査しました。

佐用町災害記録誌
目野委員長

研
修
報
告
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産業建設
常任委員

会

民生福祉
常任委員

会

定住総合対策によるまちづくり

健康長寿のまちづくりを学ぶ

10/24　富山県上
かみ

市
いち

町

10/31　長野県佐
さ く

久市

10/25　富山県富
と

山
やま

市

11/1　長野県伊
い な

那市

　全国的に問題となっている人口減少・空
家の増加の未然防止のため、「0円空家バン
ク制度」を創設されています。空家の提供
者と取得希望者への内覧会等によるマッチ
ングを大切にされ、また、ホームページや
ユーチューブ等を活用した情報発信がなさ
れていました。
　子育て世帯への定住補助金等と併せ、当
町の広報宣伝となっています。

　富山市もまた、人口減少と超高齢化とな
る見込みです。
　合併して広域化した当市は、一定規模の
住民サービス等が難しくなるため、富山駅
周辺の路面電車や路線バス等の公共交通機
関の強化・充実を行い、沿線の中心市街地
へ公共施設や住宅地等を集積することで、
自家用車に依存しない「公共交通を軸とした
コンパクトなまちづくり」を目指しています。

　市民協働で「健康づくり」に徹して取り
組み、自分の健康は自分で守る体づくりの
サポートを市が行っており、健康で長生き、
寝込まず長寿を全うするという
精神に合点でした。
　健康的な足を育てる「足育」
が重視され、一本足で忍者ポー
ズの「にんにん体操」を推進協
議会が町ぐるみの運動として広
められていました。

　町の特徴を活かした
交通・教育・福祉等の
まちづくり施策を、町
民とともに考えていき
ながら進めていくこと
が大切だと感じまし
た。

　高齢化社会、笑顔で健康・
長生きの精神に共感した。
　健康は自分で守る意識が大
切で、どうサポートするか、
町政に活かしていきたいと思
います。

　ACE推進のまちづくり（A_アクション
体を動かそう、C_チェック　健診をうけ
よう、E_イート　食のバランスと減塩）。
　健康応援ポイント事業では、その推進事
業への参加で商品がゲットできるもの。事
業費は100万円以下で地元商店の協力に
より成果を上げていました。
　すこやか健康塾は、歩みに緩急をつける
方法で体力と筋力を増進。また、健診日数
増などで特定健診受診率を大きく押し上げ
ていました。

益田委員長

牟田委員長

佐久市ホームページより

研
修
報
告
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◎
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
　
平
野
　
達
矢

副
委
員
長
　
西
村
健
一
郎

委
　
員
　
　
末
次
　
　
優

委
　
員
　
　
長
瀬
　
宣
宏

委
　
員
　
　
吉
村
　
哲
雄

委
　
員
　
　
武
田
　
光
邦

編

集

後

記

新
年
あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
今
年
最
初
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
お

届
け
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
広
報
編
集
委
員
は
昨
年
末
に

議
会
広
報
誌
に
関
す
る
研
修
を
行
い
、

さ
ら
に
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
作

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
委

員
全
員
で
協
議
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
一
般
質
問
」
の
レ
イ
ア
ウ

ト
変
更
を
行
い
、
視
覚
的
に
見
や
す
く

な
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
一
昨
年

か
ら
の
誌
面
カ
ラ
ー
化
に
始
ま
り
、
少

し
ず
つ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
が
今
回
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
か
ら
も
議
会
広
報
誌
を
通
し
て

皆
様
に
議
会
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

（
西
）

発行／佐賀県みやき町議会　編集／議会広報編集委員会
〒849-0101　佐賀県三養基郡みやき町大字原古賀1043　TEL 0942-94-5728

　

　　　次回定例会（３月）　午前９時30分開会

会期予定  　３月７日（木）～27日（水）
一般質問  　３月21日（木）、22日（金）、 25日（月）

※この会期日程等は予定であり、変更となる場合があります。
最新の日程は、みやき町ホームページまたは議会事務局（94-5728）でご確認ください。

シ
リ
ー
ズ
　

　
　〔
第
３
回
／
全
４
回
〕

農
　
業

　
４
回
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る 

『
農
業
』 

に
従
事
し
て
い
る
姿
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
き
ま
す
！

　
第
３
回
は
、
い
ち
ご
農
家
の
方
を
取
材
し

ま
し
た
。

 

何
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
イ
チ
ゴ
の
ほ
か
に
、
米
、
麦
、
大
豆
も

作
っ
て
い
ま
す
。

 

農
業
支
援
に
つ
い
て
、

　
町
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

　
物
価
高
の
影
響
が
苦
し
い
の
で
、
県
へ

の
返
済
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
施

策
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
例
え
ば
、
返
済
期
間
を
延
長
す
る
な
ど
。

 
み
や
き
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
？

　
農
業
者
に
限
ら
ず
、
横
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
親
切
な
人
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

森園　貴希 さん（32歳）


